
ア
　
メ

リ
カ
教
育
事
情

イ
リ
ノ
イ
州
を
中
心
に
－

　
一
九
八
五
年
九
月
か
ら
八
六
年
六
月
ま
で
十
ケ
月
間
、
家
族
と

と
も
に
、
南
イ
リ
ノ
イ
を
中
心
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
。

そ
の
間
ア
メ
リ
カ
の
教
育
に
つ
い
て
見
聞
き
し
た
も
の
の
う
ち
か

ら
、
今
回
は
、
大
き
な
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
流
れ
と
で
も
言
え
る

も
の
を
報
告
し
て
み
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
は
巨
大
な
国
で
あ
る
。
国
土
面
積
は
日
本
の
約
二
五

倍
、
一
万
五
千
五
百
。
の
地
方
学
区
が
あ
り
、
小
田
中
画
高
（
正
確

に
は
幼
－
二
一
年
）
に
在
籍
す
る
者
の
数
四
千
四
百
万
、
そ
の

教
師
数
は
二
四
〇
万
で
あ
る
。

　
そ
の
巨
大
な
国
ア
メ
リ
カ
の
教
育
は
今
、
大
き
く
動
こ
う
と
し

て
い
る
。
二
言
で
言
え
ば
、
自
由
主
義
的
な
行
き
方
を
や
め
て
、

教
育
を
締
め
直
そ
う
と
す
る
方
向
へ
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
動
き

の
引
き
金
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
三
年
の
2
註
8
巴
O
o
§
蟹
｛
ω
1

ω
｛
○
づ
　
O
箏
　
向
×
O
①
ご
①
箏
O
⑦
｛
螢
向
創
貞
o
P
O
饒
O
箏
－
　
、
．
＞
　
乞
～
注
O
箏
～
↓
　
内
｛
ω
汗
、
、

で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
は
ベ
ル
と
い
う
人
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
う
る
さ
型
の
（
と
新
聞
は
書
い
て
い
る
）
ベ
ネ
ッ
ト

佐
々
木
　
　
俊

介

に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
私
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
年
つ
ま
り
六
〇
年
に
も
ず
い
分
多
く

の
改
革
の
た
め
の
リ
ポ
ー
ト
が
出
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
般
的
に

は
次
の
よ
う
な
風
潮
と
し
て
表
れ
た
。
即
ち
、
学
校
に
お
け
る
紀

律
の
重
視
、
読
み
画
書
き
画
算
邑
思
考
の
重
視
、
質
の
高
い
教
育

（
匡
σ
q
プ
碧
娑
q
①
旨
8
戌
O
饒
）
へ
の
要
求
、
教
師
へ
の
高
い
（
と

い
う
よ
り
は
普
通
程
度
の
）
学
力
の
要
求
、
子
ど
も
を
正
当
に
扱

う
こ
と
へ
の
要
求
（
o
圧
5
p
。
び
易
Φ
の
問
題
）
、
宿
題
の
重
視
、
落

伍
者
を
減
ら
す
こ
と
、
親
へ
の
働
き
か
け
の
重
視
、
等
。

　
私
が
滞
在
し
た
イ
リ
ノ
イ
州
は
、
シ
カ
ゴ
以
外
に
は
見
る
べ
唐

も
の
が
何
も
な
い
州
だ
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
だ
だ
っ
広
い
州

で
あ
る
が
、
現
在
九
九
丘
の
学
区
が
あ
っ
て
、
ま
ず
学
区
統
合
が

大
き
い
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
前
記
の
教
育
改
革
の
流

れ
の
中
で
は
、
一
九
八
三
年
に
初
等
中
等
教
育
の
改
善
に
関
す
る

イ
リ
ノ
ィ
委
員
会
を
設
け
て
、
十
月
か
ら
全
州
で
公
聴
会
を
開
い

た
。
テ
ー
マ
は
大
き
く
三
っ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
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①
　
授
業
の
基
準
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
と
生
徒
の
達
成

　
②
　
人
事
（
教
師
と
行
政
家
の
養
成
色
確
保
画
待
遇
）

　
③
　
組
識
と
行
政

　
多
く
の
人
の
証
言
を
も
と
に
、
委
員
会
か
ら
数
多
く
の
提
案
が

な
さ
れ
る
。
再
び
意
見
を
聞
い
て
最
終
提
案
が
出
た
の
が
一
九
八

四
年
。
こ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
①
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。
到
州
と
地
方
学
区
が
協
力
し
て
（
以
下
同
じ
）
、

学
校
教
育
の
主
た
る
目
的
を
確
認
す
る
こ
と
、
…
生
徒
の
学
習
に

対
し
て
妥
当
な
期
待
値
を
設
定
す
る
こ
と
、
旧
学
習
の
諸
目
的
が

い
か
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
測
定
す
る
た
め
の
地
方
の
評
価

組
織
を
作
る
べ
き
こ
と
、
ω
三
年
生
、
六
年
生
、
八
年
生
、
十
年

生
の
各
学
年
段
階
で
、
全
州
に
ま
た
が
る
基
準
に
し
た
が
っ
て
、

学
業
達
成
度
を
示
す
こ
と
、
等
。

　
一
九
八
五
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
議
会
は
総
合
教
育
法
を
通
過
さ
せ

る
が
、
そ
の
中
に
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
条
文
が
含
ま
れ
る
。

州
教
委
は
学
校
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
各
地
方
学
区
は
こ
れ
に
見
、

合
う
又
は
こ
れ
を
越
え
る
生
徒
の
学
習
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。

そ
の
際
特
に
重
要
と
し
て
対
象
に
な
っ
て
い
る
教
科
に
は
、
言
語

科
、
数
学
、
生
物
学
及
び
物
理
学
、
社
会
科
学
、
美
術
及
び
身
体

発
達
及
び
健
康
が
あ
る
。
そ
し
て
各
公
立
学
区
は
一
九
八
六
年
の

十
月
末
ま
で
に
学
校
と
生
徒
の
成
果
を
公
に
し
、
そ
の
後
毎
年
そ

の
成
果
を
公
に
す
る
こ
と
。
更
に
、
八
七
－
八
八
学
校
年
度
か

ら
三
、
六
、
八
、
十
年
生
の
生
徒
の
評
価
を
公
に
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
因
み
に
現
在
こ
れ
と
似
た
方
式
を
採
用
し
て
い
る
州

は
今
ア
メ
リ
カ
に
少
く
と
も
一
五
あ
る
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

　
イ
リ
ノ
イ
州
教
育
委
員
会
は
一
九
八
六
年
三
月
に
「
モ
デ
ル
学

習
目
標
」
を
以
上
の
教
科
の
各
々
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
中
味
は
、

一
般
的
な
目
標
を
示
し
た
あ
と
で
、
各
教
科
内
の
分
野
別
に
、
三
、

六
、
八
、
十
年
生
が
到
達
す
べ
き
目
標
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

州
教
委
は
更
に
、
．
思
箒
『
ω
O
ぎ
〇
一
＞
8
0
竃
訂
σ
嘗
茸
．
。
と
い
う
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
九
八
六
年
四
月
に
刊
行
す
る
が
、
こ
れ
は
報
告

の
書
式
を
示
し
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
再
び
全
国
的
な
流
れ
に
眼
を
向
け
て
み
る
と
、
一
九
八
六

年
五
月
十
六
日
の
各
紙
は
O
弩
罵
σ
q
｛
①
句
o
蟹
昌
8
向
旨
8
朴
一
8

豊
α
庄
①
黒
S
0
8
k
（
議
長
は
ブ
ラ
ン
ス
コ
ム
）
が
と
り
ま
と
め

た
提
案
の
中
味
の
概
略
を
一
斉
に
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

次
の
よ
う
な
項
目
が
提
案
さ
れ
る
は
ず
と
い
う
。
㈲
教
師
が
何
を

知
り
何
を
為
す
べ
き
か
を
決
め
確
認
す
る
た
め
の
轟
戌
9
巴

段
竃
皆
a
ω
げ
8
a
を
設
け
る
べ
き
こ
と
、
ω
基
礎
資
格
を
大
学

院
卒
に
引
き
上
げ
リ
ベ
ラ
ル
一
ア
ー
ツ
の
学
位
（
教
育
修
士
と
い

う
と
こ
ろ
か
）
を
と
ら
せ
る
、
ω
給
料
を
ひ
き
あ
げ
て
人
材
を
確

保
す
る
、
ほ
リ
ー
ド
ニ
ア
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
一
⑦
＆
け
8
鼻
胃
）
と
い
う
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エ
リ
ー
ト
軍
団
を
設
け
る
。
彼
ら
は
新
人
を
訓
練
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
改
定
し
、
他
の
教
師
た
ち
を
導
き
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
給
料
は
最
高
七
万
二
千
ド
ル
（
十
ニ
ケ
月
雇
用
）
と
す
る
。

㈲
ク
ラ
ス
外
の
仕
事
か
ら
教
師
を
解
放
し
、
補
助
ス
タ
ッ
フ
を
雇

い
入
れ
る
、
…
学
校
を
学
習
社
会
と
す
る
、
㈲
学
生
に
問
題
分
析

の
仕
方
、
正
し
い
発
問
を
し
解
決
を
創
造
す
る
仕
方
を
教
え
る
、

ω
こ
れ
ら
の
た
め
に
か
か
り
増
す
費
用
は
二
画
八
％
ほ
ど
、
等
。

　
シ
カ
ゴ
画
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
改

革
は
、
こ
の
教
員
養
成
へ
の
提
案
に
よ
っ
て
、
第
ニ
ラ
ウ
ン
ド
に

入
っ
た
と
い
う
。

　
自
由
主
義
教
育
を
標
傍
す
る
ア
メ
リ
カ
が
、
こ
の
方
向
で
ど
こ

ま
で
い
く
の
か
又
い
け
る
の
か
、
興
味
を
も
っ
て
見
守
り
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
実
際
に
つ
い
て
見
聞
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
ま
た
別
の
機
会
に
書
い
て
み
た
い
。

あ
　
　
と

が

　
「
教
育
方
法
学
研
究
」
第
七
集
を
や
っ
と
刊
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
教
育
方
法
の
研
究
会
を
重
ね
な
が
ら
、
刊
行
の
目
途

を
立
て
て
か
ら
、
か
な
り
の
月
日
が
経
過
し
た
の
で
、
や
っ
と
刊

行
で
き
た
と
い
う
感
慨
で
す
。

　
本
誌
の
第
一
集
は
昭
和
四
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

本
集
は
丁
度
二
十
年
目
の
記
念
す
べ
き
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
関
連
し
て
、
本
集
の
編
集
に
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
が

特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
第
一
は
、
編
集
発
行
人
が
交
替
し
た
こ
と
で
す
。
本
集
を
創
刊

し
、
こ
れ
ま
で
編
集
さ
れ
て
き
た
の
は
、
冨
田
竹
三
郎
先
生
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
先
生
の
老
令
の
た
め
に
、
事
務
局
が
筑
波
大
学
教

育
学
系
教
育
方
法
学
研
究
室
内
に
移
さ
れ
、
教
育
方
法
談
話
会
も

教
育
方
法
研
究
会
と
改
称
さ
れ
、
こ
こ
で
本
集
の
編
集
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
形
式
上
は
私
が
発
行
人
に
な
っ
た
が
、
実
質
上
は
同
じ

研
究
室
の
佐
々
木
俊
介
、
川
合
治
男
、
渡
辺
光
雄
各
先
生
の
協
力

に
よ
っ
て
本
集
の
編
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冨
田
先
生
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
身
に
し
み
た
ご
指
導
と
編
集
発

行
の
ご
苦
労
と
に
対
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
心
か
ら
感

一233一



謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
は
、
論
文
執
筆
者
と
し
て
前
途
有
望
な
若
い
研
究
者
が
加

わ
っ
た
こ
と
で
す
。
本
誌
の
刊
行
の
趣
旨
に
は
、
教
育
方
法
学
研

究
の
一
層
の
推
進
と
そ
の
学
問
的
世
界
へ
の
貢
献
と
い
う
こ
と
の

他
に
、
若
い
研
究
者
の
育
成
と
い
う
狙
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
狙
い
を
実
現
し
、
本
誌
の
刊
行
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
、
若

い
研
究
者
が
加
わ
り
ま
し
た
。
研
究
会
の
世
話
を
し
そ
こ
に
発
表

し
て
き
た
大
高
泉
と
大
河
原
清
の
両
先
生
、
そ
れ
か
ら
本
集
の
編

集
の
事
務
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
吉
田
武
男
と
末
武
康
弘
の
両
君
、

以
上
四
名
の
論
文
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
三
は
、
佐
々
木
先
生
の
最
も
新
し
い
「
ア
メ
リ
カ
教
育
事
情
」

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
同
先
生
は
、
昨
年
九
月

か
ら
十
か
月
間
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
、
南
イ
リ
ノ
イ
大

学
カ
ー
ポ
ン
デ
ー
ル
校
に
お
い
て
、
主
と
し
て
デ
ュ
ー
イ
教
育
方

法
論
の
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
イ
リ
ノ
イ
州
の
教

育
の
実
情
に
つ
い
て
広
範
囲
に
見
聞
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
教
育
改
革
の
一
端
に
つ
い
て
ま
と
め
て
頂
き
ま
し
た
。
頁
数
の

制
約
も
あ
っ
て
、
大
変
短
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
残
念
に
思

い
ま
す
。
詳
細
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

そ
れ
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
長
谷
川
　
　
栄
）

執
　
筆

冨
　
田

笹
　
本

長
谷
川

佐
々
木

末吉大大渡小川小佐長笹
　　河　　　　　　々谷
武田原高辺林合川木川本
康武　　光洋治博俊　正
弘男清泉雄郎男久介栄樹

大
河
原

吉
　
田

末
　
武

者竹
三
郎

元
東
京
教
育
大
学
及
び
国
学
院
大
学
教
授

香
川
大
学
教
授

筑
波
大
学
教
授

筑
波
大
学
助
教
授

東
京
学
芸
大
学
教
授

筑
波
大
学
助
教
授

鳥
取
大
学
助
教
授

筑
波
大
学
助
教
授

高
知
大
学
助
教
授

岩
手
大
学
講
師

筑
波
大
学
大
学
院

筑
波
大
学
大
学
院

論
文
掲
載
規
定

一
、
編
集
委
員
会
の
審
査
を
経
る
こ
と
。

一
、
教
育
方
法
研
究
会
で
発
表
し
討
議
を
経
る
こ
と
。

一
、
討
議
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
補
足
し
あ
る
い
は
修

　
正
を
施
す
こ
と
。
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